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I─はじめに

　本稿では，2003年から2018年までの主要旅行

業者
1
の旅行取扱額データにもとづいて，国内旅行

取扱額，海外旅行取扱額，外国人旅行取扱額の時

系列的推移の特性を明らかにし，主要旅行業者間

の国内旅行，海外旅行，外国人旅行の市場占有率

を累積集中度とHHI (Hirschman-Hirfindahl 

Index)より導出し，それぞれの市場の特性を考察

した．本稿は，麻生 (2002)と麻生 (2012)の続稿

である．麻生 (2002)では，1993年から2002年ま

での10年間の主要旅行業者の旅行市場の実態なら

びに市場占有率を考察し，麻生 (2012)では，

1994年から2010年までの主要旅行業者の市場占

有率の特性をHHIにもとづき考察した．本稿で

は，分析期間を2003年から2018年まで延長し，前

稿までの分析手法を踏襲しながら，特に2010年以

降の国内旅行，海外旅行，外国人旅行，それぞれ

の市場の旅行取扱額の推移と集中度の特性につい
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て分析を行った．現在，旅行市場の市場構造は大

きく変化している．主要旅行業者の旅行取扱額の

時系列的特性と市場占有率の変化，そして市場集

中度の推移を分析し考察することは，旅行市場全

体の構造把握と今後の方向性を予見する意味で重

要である．

　本稿では，観光庁が毎月公表する「主要旅行業

者の旅行取扱状況速報」(2003年1月から2018年12

月 )の前年同月取扱額（確定値）の月次データを用

いている
2
．

II─旅行取扱額の動向

　図１は，観光庁の「主要旅行業者の旅行取扱状

況速報」の前年同月取扱額（確定値）にもとづき国

内，海外，外国人の旅行取扱額とその総計額の名

目値を，2003年から2018年までの時系列的推移

で示した．主要旅行業者とは観光庁により選定さ

れた旅行業者で，2007年3月までは50社を選定し，

それ以後は大手旅行業者の分社化
3
や合併に伴い，

観光庁が選定する主要旅行業者数は年度や月次に

より異なる．2016年4月，観光庁は主要旅行業者

の選定を変更し，新たに主要旅行業者50社が選ば

れた
4
．

　総旅行取扱額の推移をみると，2003年以降増

加を続け，2007年に6兆8,069億円でピーク期を迎

えるが，その後下落傾向を示し，2009年には5兆

7,606億円に落ち込む．2010年以降は微増減を繰

り返し，2014年からは再び減少傾向に転じ，

2018年は5兆2,267億円で2004年以降の最少取引額

となった．

　国内旅行取扱額，海外旅行取扱額，外国人旅行

取扱額の推移をみると，国内旅行では2003年以降

は，微増減を繰り返しながら2006年に急増し，

2007年4兆447億円でピーク期を記録する
5
．なお

2006年は，大手旅行業者の分社化が進んだ時期

である．2008年以降，微増減を繰り返し，2014

年には再び4兆672億円でピーク期を迎えるが，そ

の後一転して急減し，2018年には2兆8,599億円ま

で減少する．2014年からの5年間で1兆2千億円ほ

図1　主要旅行業者の国内・海外・外国人旅行取扱額（億円）
資料：観光庁「主要旅行業者の旅行取扱状況速報」をもとに作成
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どが失われたことになる．

　海外旅行取扱額では，2003年のSARSの影響で

アジアへの旅行者が激減して，1兆7,863億円と過

去最低取引額となる．2003年以降は増加傾向を

示し，2007年に2兆7,003億円でピーク期を迎える．

2 0 0 9年には新型インフルエンザとリーマン

ショックなどの影響により，再び2兆円台を割り

込むこととなった．その後は微増減を繰り返し，

2018年には2兆1,295億円を記録した．

　外国人取引額では，2004年に263億円でボトム

期となるが，その後増加傾向を示し，2012年以

降は急増する．2014年には1千億円台を超え，

2018年には2,377億円を記録した．2012年から

2018年までの6年間で1,749億円（278％増）の増加

である．

　図2は，図1と同様，主要旅行業者の国内，海外，

外国人の旅行取扱額（確定値）の2003年第 I四半期

から2018年第 IV四半期までの推移を時系列的に

示している．国内旅行，海外旅行，外国人旅行と

もに取扱額には循環的な変動（季節性）が認められ

るが，国内旅行についてみると2017年頃からその

傾向が失われつつある．また，国内旅行，海外旅

行とも2016年以降，季節変動の幅が縮小している．

外国人旅行では，2012年以降，小刻みな変動を

繰り返しながら，急増している．外国人旅行の場

合，国内旅行や海外旅行に比べるとピーク期とボ

トム期の取扱額の差は大きくない．

　国内旅行は2018年以外は第 III四半期にピーク

期を迎え，ほぼ第 I四半期にボトム期となる．海

外旅行は，2004年以降第 III四半期にピーク期を

迎え，ボトム期は第 I四半期と第 II四半期で，

2013年以降は第 II四半期がボトム期となる．外

国人旅行は第 IV四半期がほぼピーク期で，ボト

ム期は2011年の東日本大震災時は第 II四半期で，

2017年以外は第 I四半期がボトム期となる．

　表１をみると，旅行取扱額の最大ピーク期は国

内旅行が2014年の第 III四半期で1兆1,599億円，

海外旅行が2007年第 III四半期で7,909億円，外国

図2　主要旅行業者の四半期別国内・海外・外国人旅行取扱額の推移
資料：観光庁「主要旅行業者の旅行取扱状況速報」をもとに作成
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人旅行が2018年 II四半期で662億円である
6
．また

期間中の平均取扱額は国内旅行が9,025億円，海

外旅行が5,579億円，外国人旅行が231億円である．

また，変動係数（%）は，国内旅行が15.33，海外

旅行が16.93，外国人旅行が76.17であり，外国人

旅行取扱額の変動係数は国内旅行や海外旅行に比

べると大きい．

　図3は，2010年から2018年までの月別平均の国

内旅行，海外旅行，外国人旅行の取扱額の推移を

示している．ピーク期を月別平均でみると，国

内・海外旅行ともに8月が最も多く，ボトム期は

国内・海外旅行ともに1月である．国内旅行の

ピーク期の8月の平均取扱額は3,852億円で，ボト

ム期の1月の2,298億円との差は約1,600億円である．

また，海外旅行の場合は，ピーク期の8月（2,447

億円）とボトム期の1月（1,491億円）との差は約

資料：観光庁「主要旅行業者の旅行取扱状況速報」をもとに作成

表1　主要旅行業者の国内・海外・外国人旅行取扱額（億円）の四半期データによる推移（確定値）
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1,000億円で，国内旅行よりもその差は小さい．

さらに，外国人旅行では，ピーク期は4月（96億

円）と10月（104億円）で，ボトム期は1月（44億円）

である．外国人旅行者にとって，4月の桜のシー

ズンと10月の紅葉のシーズンは日本旅行への人気

は高く，旅行業者によりパッケージツアーなどの

旅行商品化が促進される時期である．

III─類型化と集中度

　本節では，各旅行業者の市場占有率（マーケッ

ト・シェア）を国内旅行市場，海外旅行市場，外

国人旅行市場について導出し，それぞれの市場が

どのようなタイプに分類されるかを検討する．

1.  旅行市場の類型化

　表2では，主要旅行業者の国内旅行取扱額，海

外旅行取扱額，外国人旅行取扱額の2010年から

2018年までの年次別の累積集中度を示している．

ここで，CRkとは上位k社集中度である．平均取

扱額をみると，上位2社集中度（CR2）では，国内

旅行，海外旅行とも2010年から2014年までは20%

台から30%台前半で推移しているが，2015年以降

は，ほぼ10ポイント上昇し，30%台から40%台後

半で推移している．同様に，上位4社集中度

（CR4）についても，国内旅行，海外旅行とも，

2014年までは30%台後半から40%台で推移し，

2015年以降は50%台から60%台に上昇する．上位

8社集中度（CR8）と上位10社集中度（CR10）につい

ても，2015年以降で集中度は大きく上昇してい

る．外国人旅行については，CR2は20%～30%台

で推移しているが，2018年には40%を超えた．

CR10までの集中度は，国内旅行や海外旅行のよ

うに大きく上昇することはない．国内旅行，海外

旅行，外国人旅行の2010年から2018年までの9年

間の平均でみると，国内旅行，海外旅行ともCR

２が30%台，CR4がほぼ50%台，CR8が60%台，

CR10が70%台を占めている．外国人旅行では，

図3　主要旅行業者の月別国内・海外・外国人旅行取扱額の推移（億円）
資料：観光庁「主要旅行業者の旅行取扱状況速報」をもとに作成
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CR2が30%台，CR4が40%台，CR8とCR10は50%

台を占めており，CR8とCR10との間には大きな差

はない．

　上記でも述べたように，2016年4月に観光庁の

主要旅行業者の企業選定が変更され，大手旅行業

者の企業グループの旅行取扱額がグループごとに

統合化されている．本稿で取り扱う旅行取扱額は，

前年同月取扱額（確定値）を使用しているため，企

業選定の変更は2015年4月以降から反映されてい

る．その意味で，2015年以前と以降では集中度

の大きな差として表れている．

　集中度により産業を分類することができる．前

稿でも取り上げたが，今井他（1972）の J. S. Bainの

定義にもとづき，産業を「極高位集中型」から「競

争型」の6つに分類する．

　集中度の類型

　①極高位集中型 (very highly concentrated)

　　CR3=100%またはCR4=100%の産業

　②高位集中型 (highly concentrated)

　　CR4=65～75%，CR8=85～90%の産業

　③準高位集中型 (high-moderate)　

　　CR4=50～65%，CR8=70～85%の産業

　④中位集中型 (low-moderate)

　　CR4=35～50%，CR8=45～70%の産業

　⑤低位集中型 (low)

　　CR4＜35%，CR8＜45%の産業

　⑥競争型 (competitive)

　　CR4，CR8とも数パーセントで完全競争に近

　　い産業

　この分類に従うと，国内旅行市場，海外旅行市

場，外国人旅行市場の3つの市場とも平均CRで

みると「中位集中型」にほぼ該当している．ただし，

2016年以降のCRをみると，国内旅行市場，海外

旅行市場とも，CR4が60%台，CR8が70~80%台

であり，これは「準高位集中型」に該当する．

　近年の大手旅行業者の企業統合は，国内旅行市

場，海外旅行市場での寡占度をより強めていると

考えることができる．他方，外国人旅行市場の集

中度については，この企業統合の影響は他の2つ

の市場に比べると小さい．

　表3は，表2にもとづいて，2010年を基準値と

して国内旅行取扱額，海外旅行取扱額，外国人旅

行取扱額のCR2，CR4，CR8，CR10の推移を示

した．国内旅行取扱額の集中度指数を見ると，

資料：観光庁「主要旅行業者の旅行取扱状況速報」をもとに作成

表2　主要旅行業者の累積集中度（%）の推移
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2011年から2012年までは2010年を上回るが，そ

の後2014年までの2年間は減少に転じ，2015年か

ら大きく上昇する．海外旅行取扱額の集中度指数

では，2012年と2014年のCR8，CR10以外は，全

て2010年の基準値を上回っている．特に2015年

以降のCR2の伸びは非常に高く，2018年のCR2

は２倍近くの伸び率を示している．外国人旅行取

扱額では，CR10の2013年と2015年から2017年ま

での3年間は基準値を下回っているが，それ以外

の集中度指数は全て2010年を上回っている．

2018年の集中度指数はそれ以前と比べて大きく

伸びている．

　表4は，2010年1月から2018年12月までの主要

旅行業者の総取扱額に占める各旅行業者の取扱額

の月別平均シェアを国内旅行市場，海外旅行市場，

外国人旅行市場について求め，（累積）集中度を導

出した．国内旅行市場では，全てのCRとも8月

に集中度のピーク期を，2月にボトム期を迎える．

旅行需要が集中する８月のピーク期は市場競争が

激化し，集中度は低下しそうだが，国内旅行市場

では逆に集中度は上昇している．これは旅行需要

の増加が大手旅行業者によって占有されることを

示している．海外旅行市場では集中度のピーク期

は国内旅行と同様8月で，1月にボトム期を迎える．

海外旅行者数の最も多くなる夏休みシーズンの8

月には集中度が上昇し，逆に1月や2月の閑散期に

は集中度は低下する．外国人旅行市場では，全て

のCRで12月にピーク期を迎え，10月にボトム期

を迎える．外国人旅行取扱額は10月が最も多く，

逆に集中度は10月が最も低い．外国人旅行市場で

は，国内旅行市場や海外旅行市場と違い，繁忙期

の10月に市場の集中度が低下している．これは，

市場の競争化が進み，集中度を引き下げていると

考えることもできる．

2.  市場集中度とHHI

　市場の集中度を計る別の指標として，ハーシュ

マン・ハーフィンダール指数（HHI）がある．これ

は，前稿でも触れたが，本稿でも簡単に説明する
7
．

HHI（Hirschman-Hir� ndahl Index）

　第 i旅行業者のマーケット・シェア（si）は，第 i

旅行業者の旅行取扱額をqi，旅行産業全体の旅行

取扱額をQとすれば，si=qi/Qとなる．いま旅行

業者を s1≧ s2≧…≧ snとなるようにシェアの大

きい順に並べる．このとき，CRk=Σ si（k=1,2,3,

…)を上記で述べたように上位 k社集中度と呼ぶ．

ハーシュマン・ハーフィンダール指数（HHI）は，

旅行業者全体のシェアの2乗和で定義される．

注：表2の数値にもとづき，2010年を100として各年を指数化した．

表3　主要旅行業者の累積集中度指数の推移
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　　HHI=Σ si2

全旅行業者のシェアの平均をμ，分散をσ2とす

ると，Σ si=1であるから，

　　μ≡Σ si/n=1/n，σ2≡Σ (si－μ )2/n=(Σ si2

－nμ2)/n=HHI/n－1/n2

となり，これを書き直すと，HHI=nσ2+1/n を得

る．つまり，旅行産業内の旅行業者数が同数で

あっても，シェアの分散が大きいほど，ハーシュ

マン・ハーフィンダール指数は大きくなる．シェ

アを%で表せば，HHIの取りうる値の範囲は，0

≦HHI≦10000となる．独占の時はHHI=10000

となり，完全競争の時はHHI=0となる．すなわ

ち，HHIが大きいほど，産業の集中度が高いと

いえる．

3.  HHIの時系列的推移

　表5は，2010年1月から2018年12月までの主要

旅行業者の月別の国内旅行取扱額，海外旅行取扱

額，外国人旅行取扱額の集中度（HHI）の推移を示

している．2010年以降，国内旅行市場，海外旅

行市場のHHIは微増減を繰り返しながら横ばい

傾向であるが，2015年4月以降，急上昇をする．

国内旅行市場では2015年3月のHHIは590.7から

1253.4に，海外旅行市場では675.0から949.7に，

それぞれ大きく上昇している．外国人旅行市場で

はHHIの数値は，他の2つの市場に比べて大きく，

また月別変動幅も大きい．2 0 1 5年4月には，

1907.0から2492.0に上昇している．

　各旅行市場のHHIのピーク期とボトム期を月

別にみると，国内旅行市場では，ピーク期は集中

度と同様に8月が最も多く，ボトム期では2月が最

も多い．8月は旅行需要が増える時期であり，大

手旅行業者にとってはシェアの拡大期であり，2

月などの閑散期では，格安競争などの激化により

大手旅行業者といえどもシェアの拡大が難しい時

期といえる．2015年以降は，ピーク期とボトム

期との差が大きく，月ごとにシェアが大きく振れ，

市場の不安定性を示している．

　海外旅行市場のHHIのピーク期は全ての期間

で8月であり，ボトム期は1月，10，11月である．

2010年から2014年のうち2011年は1月，2012年は

10月で，それ以外は11月で，2015年以降は，1月

がボトム期である．

　外国人旅行市場では，HHIのピーク期とボト

ム期は月ごとに一定しておらず，市場シェアは不

安定である．2015年4月以降，各月ごとのHHIは

注1：各数値は主要旅行業者の旅行取扱額に占める累積集中度を表している．
注2：2011年1月から2019年11月までの各旅行取扱額の前年同月取扱額にもとづいて集計．2018年12月は速報値．

表4　主要旅行業者の月別累積集中度（%）
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2000を超えており，寡占化が進んでいる．

　本稿での月次データは，観光庁の「主要旅行業

者の旅行取扱状況速報」の前年同月取扱額を用い

ている．2016年4月以降，観光庁の主要旅行業者

の選定が変更され，グループ企業の旅行取扱額が

公表されている．前年同月取扱額を用いているの

で，この選定変更は2015年4月以降の月次データ

に反映されている．グループ企業の統合化は，寡

占度を強め，各市場の集中度やHHIを上昇させ

る結果となった．

IV─結びにかえて

　本稿では，観光庁が選定する主要旅行業者の旅

行取扱額について，国内旅行取扱額，海外旅行取

扱額，外国人旅行取扱額の時系列的推移 (年次，

四半期，月次 )の特性を明らかにし，2010年から

2018年までの市場占有率を累積集中度（CR2，

CR4，CR8，CR10）とHHIにより導出し，旅行市

場の構造を考察した．

　資料：観光庁「主要旅行業者の旅行取扱状況速報」の前年同月取扱額をもとに作成．
　注1：2016年4月に主要旅行会社の見直しが行われた．前年同月取扱額で集計しているため2015年4月から反映されている．
　注2：2015年4月以前と以後では，対象旅行業者数とグループ業者等の取り扱いが異なっているため注意が必要である．

表5　主要旅行業者の旅行取扱額の月別HHIの推移
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図4　主要旅行業者の国内旅行市場の月別HHIの推移

図5　主要旅行業者の海外旅行市場の月別HHIの推移
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　総旅行取扱額の推移をみると，2003年以降増

加を続け，2007年にピーク期を迎え，その後下

落傾向を示す．2010年以降は微増減を繰り返し，

2014年以降は再び減少傾向に転じ，2018年は5兆

円台の取引額となる．この減少傾向は国内旅行取

扱額の動向に大きく影響されている．国内旅行取

扱額は2003年以降，微増減を繰り返しながら2006

年に急増し，2007年4兆円台のピーク期を迎える．

2008年以降，微増減を繰り返し，2014年には再

びピーク期を迎えるが，その後一転して急減し，

2018年には2兆円台まで減少する．海外旅行取扱

額は2003年以降，増加傾向を示し，2007年に2兆

円台でピーク期を迎える．その後は微増減を繰り

返し，2018年には2兆円台を記録する．外国人取

引額は2004年にボトム期を迎え，その後増加傾向

を示し，2012年以降，急増する．2014年には，1

千億円台を超え，2018年には2千億円台を記録す

る．2012年から2018年までの6年間で278％の増

加である．

　旅行取扱額の集中度指数をみると，国内旅行市

場，海外旅行市場，外国人旅行市場の3つの市場

とも平均CRは「中位集中型」に該当している．し

かし，2016年以降は国内旅行市場，海外旅行市

場とも「準高位集中型」に移行し，寡占度を強めて

いる．外国人旅行市場の集中度は，国内旅行，海

外旅行の2つの市場に比べると小さい．主要旅行

業者の市場集中度HHIをみると，2010年以降は，

国内旅行市場と海外旅行市場は横ばいで推移する

が，2015年４月以降は，急上昇をする．外国人旅

行市場は他の2つの市場に比べてHHIは大きく，

また月別変動幅も大きい．

　本稿で用いた主要旅行業者データは，観光庁で

毎月公表される「主要旅行業者の旅行取扱状況速

報」の前年同月取扱額（確定値）である．主要旅行

業者数は，2006年3月までは観光庁が選定した50

社データ，2007年4月以降はグループ企業の旅行

図6　主要旅行業者の外国人旅行市場の月別HHIの推移
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取扱額を個別に算出し，63社データとして算出

した．それ以降，主要旅行業者数は変化を繰り返

すが，2016年4月選定数を50社として更新された．

2018年7月以降は49社となっている．

註

1 本稿での主要旅行業者とは「主要旅行業者の旅行取扱状況速
報」に掲載された旅行業者である．

2 2019年11月が最新版であるため，前年同月取扱額は2018年
11月までである．本稿では，2018年12月データは2018年12
月の速報値を用いている．

3 2006年4月の JTB分社化により，観光庁が主要旅行業者と選
定した JTBグループ会社は14社である．㈱ジェイティービー，
㈱ JTB北海道，㈱ JTB東北，㈱ JTB関東，㈱ JTB首都圏，㈱
JTB中部，㈱ JTB西日本，㈱ JTB中国四国，㈱ JTB九州，㈱
JTB東海，㈱ JTB大阪，㈱ JTB法人東京，㈱ i.JTB，㈱ JTBグ
ローバルマーケッティング＆トラベル．

4 2016年4月主要旅行業者の掲載企業が見直された．同時にグ
ループ企業の総計のみが公表されることになった．グループ
企業と称されるものは，JTBグループ15社，KNT-CTホール
ディングス8社，エイチ・アイ・エス5社，阪急交通公社3社
である．旅行取扱額から各グループ内の取引は相殺されてい
る．各グループ企業は以下である．

 ※ JTBグループ15社：㈱ジェイティービー，㈱ JTB北海道，
㈱ JTB東北，㈱ JTB関東，㈱ JTB首都圏，㈱ JTB中部，㈱
JTB西日本，㈱ JTB中国四国，㈱ JTB九州，㈱ JTB東海，㈱
JTB関西， ㈱ JTBコーポートレートセールス，㈱ i.JTB，㈱
JTBグローバルマーケティング＆トラベル，㈱ JTB国内旅行

企画．
 ※KNT-CTホールディングス8社：近畿日本ツーリスト㈱，
㈱近畿日本ツーリスト北海道，㈱近畿日本ツーリスト東北，
㈱近畿日本ツーリスト中国四国，㈱近畿日本ツーリスト九州，
㈱ユナイテッドツアーズ，クラブツーリズム㈱，近畿日本
ツーリスト個人旅行㈱．

 ※エイチ・アイ・エス5社：㈱エイチ・アイ・エス，㈱オリ
オンツアー，㈱クオリタ，㈱クルーズプラネット，㈱ジャパ
ンホリデートラベル．

 ※阪急交通社3社：㈱阪急交通社，㈱阪急阪神ビジネストラ
ベル，阪神トラベル・インターナショナル㈱．

 なお，主要旅行業者50社に選定された旅行業者は，旅行取扱
額トップ50ではない．選定されていない旅行業者でも主要旅
行業者の取扱額を上回る業者は存在する .

5 2007年以降の国内旅行取扱額は，グループ企業内の社内取
引を相殺したものである．

6 ㈶日本交通公社が刊行している『旅行年報』では，2010年度
から2018年度までの平均で，国内旅行取扱額の集中度は，
CR2：50.2，CR4:70.4，CR8：84.7，CR10：89.0，海外旅行
取扱額の集中度は，CR2:46.3，CR4:68.4，CR8:82.9，
CR10:86.7で本稿の結果に比べて高めの数値となっている．

7 Martin(2002)を参照．
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